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敦賀発電所２号機 Ｂ原子炉補機冷却水冷却器の点検について 

敦賀発電所２号機は第１８回定期検査中において、２０２４年８月２４日から原子炉補機冷

却水系※１サージタンク※２の水位に低下傾向を確認しました。 

その後の調査の中で、Ｂ原子炉補機冷却水冷却器から、冷却水が海水側に漏えいしていると

判断したため、当該冷却器を隔離しました。 

今後、当該冷却器を開放し点検を行ってまいります。 

本事象による環境への放射能の影響はありません。 

※１：原子炉補機冷却水系 

使用済燃料ピット冷却系冷却器等の冷却のため、冷却水を供給する系統で、冷却水は海水により冷やされる。 

なお、冷却水に放射能は含まれていない。 

※２：サージタンク 

冷却水の温度変化による膨張・収縮を吸収し、ポンプの入口圧力を確保するためのタンク。 
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全体概略図 

原子炉補機冷却水 系統概略図（事象発生時） 

原子炉補機冷却水 

冷却器概略図 

＜冷却器仕様＞ 

直径：約 2.2m 

長さ：約 10.7m 

伝熱管数：3,096 本（黄銅製） 
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